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第27 回

足
立
区
政
に
関
す
る
世
論調
査

よ
り
良
い
区
政
を
め
ざ
し
て
、
区
で
は
区
民
を
対
象
と
し
た
世
論
調
査
を
昭

和
4
7年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
調
査
し
て
い
る
「
定
住
性
≒
区
政
関
心
度
」

「
施
策
へ
の
要
望
」
な
ど
に
加
え
、
今
回
は
「
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
」「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
区
政
を
進

め
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

清

掃

・

リ

サ

イ

ク

ル

清
掃
事
業
は
、
現
在
東
京
都
清
掃
局

が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
1
9一
年
4
月
か
ら

は
区
の
仕
事
に
な
り
ま
す

。
こ
れ
か
ら

の
清
掃
事
業
に
生
か
す
た
め

、
皆
さ
ん

の

「
ご
み

」
や

「
リ
サ
イ
ク
ル

」
に
対

す
る
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

・
「
資
源
ご
み
回
収
」
周
知
度
は
9
割

資
源
分
別
回
収
に
つ
い
て
の
周
知
度

は
べ
資
源
ご
み
回
収
」
が
8
8
%と
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
(
図
1
)
。

・

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
は
8

割

ふ
だ
ん
、行
っ
て
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
を
聞
い
て
み
た

と
こ
ろ

、「
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ

ー
ル
缶
・
び
ん
を
分

別
す

る
」
と
「
古
新
聞
や
段
ボ
ー

ル
の
資
源
回
収
に
出
す
」
と

7
割
近
く
の
人
が
答
え
て
お

り

、
ほ
か
の
項
目
よ
り
も
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す

。

ご

方
ヽ

「
特
に
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
は
し
て
い
な
い

」
と
答

え
た
人
は
1
8
%
と
な
っ
て
お

り
、
8

割
以
上
の
人
が
何
ら

か
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
(

図
2
)

。

図1　分別回収方法の周知度

図2　ふだん行っているリサイクル活動

▲ 12年度から区の仕事になる清掃事業

福
祉
の
ま
ち
づ
く

り

区
で
は
「
足
立
区
地
域
保
健
福
祉
計

鬯

に
基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
が

利
用
し
や
す
い
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
の
整
備
を

優
先
し
て
欲
し
い

高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
の
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
最
も
優
先

し
て
整
備
す
べ
き
施
設
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
病
院
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
日
常
生

活
に
必
要
な
施
設
」
が
3
5
%と
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
(
図
3
)
。

図3　優先して整備すべき施設

定

住

性

・
6

人
に
5
人
が
定
住
意
向
を
持
っ
て

い
る「

足
立
区
に
今
後
と
も
住
み
続
け
た

い
と
思
う
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
引
き
続
き
住
む
つ
も
り
」
7
6
%と

「
事
情
さ
え
許
せ
ば
住
み
た
い
」
7
%

を
合
わ
せ
、
6
人
に
5
人
が
定
住
意
向

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
今
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
に
愛
着
を
感
じ
る
か
」

の
質
問
に
つ
い
て
は
、「
愛
着
を
愿
じ

る
」
5
5
%、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
愛

着
を
感
じ
る
」
2
7
%と
。
8
割
を
超
え

る
人
が
「
愛
着
を
感
じ
る
」
と
答
え
て

お
り
、
定
住
意
向
も
愛
着
度
も
居
住
年

数
が
長
く
な
る
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま

す
(
図
4
)
。

図4　定住・移転意向

区
政
へ
の
要
望

・

。高
齢
者
福
拌
1
6
年
連
統
卜
。
プ

区
政
へ
の
要
望
は
、
重
要
項
目
と
し

て
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。
要
望
の
第
1

位
は
、「
高
齢
者
福
祉
」
3
9
%が
1
6年

連
続
と
な
っ
て
お
り
。
2
位
の
「
保
健

医
療
の
充
実
」
2
0
%に
大
き
な
差
を
つ

け
て
い
ま
す
(
図
5
)
。

▽
調
査
方
法
・・・
無
作
為
抽
出
に
よ
り
区

内
在
住
の
2
0
歳
以
上
8
0
歳
未
満
の
男
女
2

千
人
を
選
び
、
専
門
調
査
員
が
個
別

面
接
で
調
査

ブ

▽
調
査
期
間
・
:
1
0
年
1
0
月
7
日
～
2
0
日

▽
回
収
数
(
率
)
…
千
4
9
7
(
7
4・9
%
)
　

第
2
7
回
の
世
論
調
査
の

。あ
ら
ま
シ

は

、
区
政
情
報
室
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す

。
ま
た
、
く
わ
し
い
集
計
結
果
を

掲
載
し
た

。報
告
尹

は
、
区
政
情
報

室
、
区
内
各
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す

。
ぜ
ひ

、
ご
活
用
く
だ
さ
い

。

問
先
1

広
聴
相
談
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図5　施策への要望

区
長
不
信
任
動
議
可
決

4
月
1
日
、
区
議
会
第
1
回
定
例
会
本
会
議
に
お
い
て
「
区
長
不
信
任
動
議
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
区
長
は
、
同
日
区
議
会
を
解
散
す
る
旨
、
議
長
に
通
知
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
解
散
に
基
づ
く
区
議
会
議
員
選
挙
は
、
4
月
2
5日
に
行
わ
れ
ま
す
。

A
広
報
課
V

1
1年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

1
1年
度
予
算
は
、
3
月
の
第
1
回
定
例
会
で
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
一
部
修
正

の
う
え
、そ
の
ほ
か
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

の
主
な
内
容
は
、
人
件
費
の
減
額
、
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
削
減
、
防
災
備
蓄
倉
庫
・

再
開
発
事
業
補
助
の
増
額
で
す
。
A

予
算
課
V

『
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
選
挙
で
す
』

今
日
4
月
2
5日
(日
)は
、

足
立
区
議
会
議
員
選
挙

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

葦
立
ち

ビ
デ
オ
広
報

今
、
ビ
デ
オ
広
報
で
「
川
沿
い

に
区
境
を
訪
ね
て
(
総
集
編
)
」を

放
映
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
覧
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
足
立
区

は
四
方
を
河
川
で
囲
ま
れ
、千
住
。

小
台
、
宮
城
、
新
田
地
区
と
堤
北

地
区
は
荒
川
で
分
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
川
に
は

永
い
歴
史
と
文
化
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
昨
年
度
は
足

立
を
象
徴
す
る
川
の
今
と
昔
の
特

集
を
組
み
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
に
よ

る
広
報
は
昭
和
5
8年
に
始
ま
り
ま

す
。
今
日
ま
で
1
4
3本の
ビ
デ
オ
を

制
作
い
た
し
ま
し
た
。
既
に
何
度

か
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
区

役
所
中
央
館
2
階
区
政
情
報
室
や

各
図
書
館
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸

し
出
し
も
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
野
外
活
動
や
行
楽
の
季
節
で

す
。3
月
の
ビ
デ
オ
広
報
で
は
区

の
保
養
施
設
(
区
外
施
設
)
を
特

集
し
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
保
養

施
設
は
ど
こ
も
評
判
が
良
い
の
で

す
が
、
申
し
込
ん
で
も
な
か
な
か

当
た
ら
な
い
と
い
う
声
も
い
た
だ

い
て
お
り
。
心
苦
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
お
出
か
け
に
な
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
多
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
ま
ず
は
ビ
デ
オ
を
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ビ

デ
オ
の
中
で
も
紹
介
し
て
お
り
ま

す
が
、
学
校
利
用
の
な
い
土
・
日

や
夏
休
み
等
は
臨
海
林
間
等
の
施

設
も
一
般
閧
放
し
て
お
り
ま
す
。

お
子
様
方
が
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
つ
く
っ
た
施
設
に
、
ご
家
族

で
お
出
か
け
に
な
っ
て
み
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

区
長
　
吉
田
万
三
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保

健
福
祉
ガ
イ
ド

7
5歳
以
上
の
方
に

マ
ッ
サ
ー
ジ

実
施
月
1
5
～
7
月
、
9
～
杪
一
月
場

所
・
曜
日
=

▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
千
住
支
所
(

旧
千
住
南
部
地
域
集
会

所
)
・
:
第
2

・
4
火
曜
日
た
だ
し
抄
一
月

は
第
2

・
3
火
曜
日

▽
竹
の
振
障
害

福
祉
館
…
第
2

・
4

金
曜
日

対
象
=

区
内
在
住
の
7
5
歳
以
上
の
方

費
用
―

無
料

申
込
=

直
接
実
施
場
所
へ
(
9

時
か
ら
先
着
受
け
付
け
)

問
先
―
社

会
福
祉
協
議
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4
0
(

直
通
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
3

級
課
程

夜
間
コ
ー
ス
(
第
1

回
)

日
程
=
5
月
2
9日
～
6
月
2
6日

対
象
I

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と

を
希
望
し
、
講
習
期
間
中
全
日
を
通
し

て
受
講
で
き
る
区
民
の
方

定
a
=
6
0

人
(
抽
選
)

費
用
I
テ
キ
ス
ト
代
5

千
2
百
円
、
実
習
費
2
千
円

申
込
I
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
・「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

嵎
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

※
複
数

申
し
込
み
の
方
は
無
効

期
限
1
5
月
7

日
必一

申
先
l
高
齢
福
祉
計
画
係

〒
圃
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

問
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

登
(
3
8
8
9
T
4
8
7

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
説
明
会

1
1
年
度
に
新
規
で
、
足
立
区
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
希
望
す
る
民

間
事
業
者
な
ど
の
方
を
対
象
に
説
明
会

を
行
い
ま
す
。日
時
=
5
月
1
4
日
窗
、

午
後
2
時
～
3
時
場
所
―
区
役
所
1
3

階
会
議
室
申
込
―
電
話
申
・
問
先

↓
`
齢
福
祉
計
画
係

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、障
客
児
福
祉
手

当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
1
年

2
月
分
～
4
月
分
を
、届
け
出
さ
れ
た

預
金
口
座
に
5
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み

ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
障
害
給
付
係

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
I
)

ご
存
じ
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・

愛
の
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
障
害
(
視
覚
、
聴
覚
、
平
衡

機
能
、
音
声
、
言
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
、
免
疫

機
能
)
の
程
度
に
よ
り
、
―
～
6
級
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必

要
な
診
断
魯
(
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
)
の
費
用
の
う
ち
、
一
部
(
内
部

障
害
は
3
千
円
、
そ
の
他
の
障
害
は
2

千
円
が
限
度
)
を
区
が
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
得
後
は
、
補
装
具
、
日

常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=
各

榻
祉
事
務
所
(
表
1
)

・
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各

種
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
障
害
の
程
度
で
I
～
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
―
▽

1
8歳
以
上
の
方
・
:
都
・
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー登

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・・・
都
・
足
立
児
童
相

談
所

昔
(
3
8
5
4
)

・
-
1
8
1

※
す
で
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

、
次

の
方
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い

。
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
/

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し

た
と
き
/

手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と

き

問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
省
主
催
に
よ
る
、H
年
度
慰
霊

巡
拝
(
墓
参
)
は
、
旧
ソ
連
、
中
部
太

平
洋
、中
国
(
東
北
地
区
)
、ビ
ス
マ
ー

ク
ーソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
イ
ン
ド
、
硫
黄

島
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。実
施
時
期
、

参
加
申
し
込
み
資
格
な
ど
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
―
民
生
係

障
害
別
福
祉
相
談

東
京
都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員

が
、障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
行
い
ま

す
。日
時
等
=
▽
視
覚
障
害
関
係
・
・
・

5
月
1
9
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
正
午
▽

聴
覚
障
害
関
係
・
:毎
週
水
曜
日
(
5
月
5

日
は
除
く
)
、午
後
1
時
I
4
時

場

所
1
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
西

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表1　 福祉事務所一覧

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

凡例
-
'申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…

申
し
込
み
期
限

一
場
‥
申
'・
問
先
・・・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

高齢者 在宅サ ービ スセンター・在宅介護支援センター

5月の家族介護者教室のご案内

高
齢
者
施
設
　
新
規
オ
ー
プ
ン

区
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
自
宅
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
施
設
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
、
次
の
セ
ン
タ
ー
が

新
規
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
区

内
に
は
1
2ヵ
所
の
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
、
1
5ヵ
所
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
整
傭
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は

家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
虚
弱
な

方
、
ね
た
き
り
の
方
、
痴
ほ
う
症
状
の

あ
る
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
自
宅
で

健
康
的
な
暮
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
デ
イ
ホ
ー
ム
、
入
浴
、
食
事
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
(
新
田
で
は
、
デ
イ
ホ
ー
ム
を

実
施
)
。

・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
新
田
(
新
田
2
-
I
-
1
3
)

a
(
3
9
2
7
)
6
8
8
8

電
話
相
談
は
2
4時
間
体
制

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

家
庭
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
そ

の
家
族
の
方
の
、
在
宅
介
護
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
る
施
設
で
す
。
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
利
用
手
続
き
の
受
け
付

け
・
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
介

護
保
険
の
申
請
窓
口
に
も
な
り
ま
す
。

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
中
央
本

町
1
1
1
7
1
1
)

昔
(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

▽
新
田
(
新
田
2
-
―
-
1
3
)

a
(
3
9
2
7
)
7
2
8
8

問
先
―
在
宅
福
祉
課
施
設
運
営
係

宿 泊 施 設 インフォメ ー シ ョン

7
・
8
月
分
の
利
用
案
内
　

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売

す
る
申
し
込
み
(
ガ
キ
(
5
0円
)

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ

ー
枚
に
隕
り
ま
す
)

期
間
―

5
月
1
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果
を
5

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付
=

当
選
者
は
、6
月
1
0日
ま
で
に
各
公
社

施
股
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル

扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
7
月
2
1日
か
ら
8
月
3
1日
ま
で
の
湯

河
原
・
那
須
・
伊
豆
高
原
は
、I
グ
ル

ー
プ
で
申
し
込
め
る
の
は
3
部
屋
ま
で

空
き
室
の
利
用

・
7
・
8
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
6
月
1
1

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

S
4
・
5
・
6
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
こ

」の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
)

● 各施設利 用案内　7 ・8 月利用分

※鹿沼野外レクリエーションセンターの7・8月分の申し込みハガキの受け付けはすでに終了しました。空き墮の利用1こついてはほガの宿汨
施設と同様です。
※利用申込は2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください
※ 7月21日～8月31日の期麪、灑河原・I B須・伊豆高原は1グループで申し込めるのは3郡屋までです。

● コミュ ニティ文化 ・スポ ーツ 公社各施設一覧

受付時間=①～0は午前9時～午後8時、○ は午前10時～午後6時( 毎週月● 日、休館) @は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)
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健康カ
レン
ダー
　
5月の
予定

重
度
障
害
者
ハ
イ
キ
ン
グ

介
助
補
助
者
募
集

日
時
=
5
月
2
1
日
宙
対
象
=
1
8
～
4
0

歳
位
の
健
康
な
男
女

内
容
―
重
度
障

害
者
の
介
助
補
助

定
員
=
若
干
名

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
生
活
実
習
係

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

女
性
が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
0年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
新
た
に
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
過
去
1
年
以
内
に
、
区

お
よ
び
動
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診
を

受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

・
女
性
が
ん
検
診

対
象
ふ
盜
以
上
9

筱
区
民

内
容

―
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

圏
成
人
健
康
診
査

対
象
-
4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
1
1
年
4
月
1

日
～
1
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
6
5
歳
と
な

る
方
を
含
む
)
ま
で
の
区
民

内
容
―

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の

検
査
等
で

、
心
臓

、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の

病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧

、
高
脂
血
症

な
ど
を
調
べ
ま
す

I

い
ず
れ
も
整卜

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診
名
を
明

記
、
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
先
=

保
健
予
防
係

〒
閇一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

消化器がん検診 問先= 足立保健所診療放射線
( 3855) 4156( 直通)

6 月から各保健(相談)所で血液による胃がん検診が始まります。
荏㈲量が3CC の少量ですみ、X線を使わないために、妊娠中もしく
は妊娠の可能性がある方、バリウムの服用が苦手な方でも気軽に受
診できます。 日程表= 下表 対象=35 歳以上の区民 ※ 胃を切除
した方、胃の病気で治療中の方は除く 内容= ①X 線撮影による胃
がん検診と検便による大腸がん検診 ②血液検査(血清ペプシノゲ
ン法) による胃がん検診と検便による大腸がん検診( いずれか一方
の申し込み、妊娠中の方は②のみ可) 申込= ハガキに住所、氏名
(フリガナ)、生年月日、年齢、性別、電話番号、検診日、受診場
所を第3 希望までを明記。後日、受診票と案内を送付します 期
限= 受診希望月の前月15日消印有効。受診票送付は前月末日( 6月
を希望する場合、5 月15日消印有効。受診票の送付は5 月末日)
申先よ足立保健所診療放射線 〒121・0822西竹の塚2- 12- 8
※ 申し込み多数の場合は、受診日が遅くなったり、受診場所が他の
保健所となる場合があります

①X線撮影+検便

②血液検査+検便

女
性
の
た
め
の

健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
=
5
月
1
7
日
卯
、午
前
9
時
3
0
～

1
0時

結
果
=
6
月
1
日
㈹
、
午
前
9

時
4
5分
～
1
0時

対
象
=
1
8歳
1
3
9歳

ま
で
の
女
性

内
容
=
骨
密
度
・
体
脂

肪
・
血
圧
測
定
・
尿
・
血
液
検
査
(
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血

等
)

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用

―
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、「
女
性
の

た
め
の
健
康
づ
く
り
」
と
記
入

期
限
1
5

月
6
日
必
着

場
・
申
・
問
先
a

千
住
保
健
所

〒
1
2
0・0
0
3
6

千
住

仲
町
2
4
-
2昔

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

5
月
5
日
は
し
ょ
う
ぶ
湯

子
供
と
高
齢
者
に

銭
湯
無
料
開
放

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。
し
ょ

う
ぶ
湯
が
待
っ
て
い
ま
す
。

日
程
=
5

月
5
日
㈲

場
所
―
区
内
の
各
銭
湯

対
象
=
1
2歳
以
下
の
子
供
と
6
5歳
以
上

の
高
齢
者

申
込
=
当
日
、
番
台
か
フ

ロ
ン
ト
で
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
な
ど
は
不
要
で
す

問
先
―
保

健
管
理
課
管
理
係

遊
び
の
会
(
前
期
募
集
)

親
子
で
で
き
る
遊
び
や
子
育
て
に
つ

い
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
仲
間
に
人
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
5
月
～
9
月
ま
で
の
毎
月
1

回
、
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
対

象
=
東
和
保
健
相
談
所
管
内
の
親
子

▽
じ
ゃ
ん
け
ん
ぼ
ん
・
:禹
1
歳
6
ヵ
月

か
ら
2
歳
6
ヵ
月

▽
ゆ
う
ゆ
う
・
:
2

歳
6
ヵ
月
か
ら
就
園
前

定
員
よ
J
組

申
込
―
電
話
(
4
月
2
6日
か
ら
)

申
・
問
先
a
東
和
保
健
相
談
所

魯
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

5月の献血両
親
学
級

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

も
う
す
ぐ
パ
パ
と
マ
マ
に
な
る
あ
な

た
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
5
月
2
1
日
宙
、
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

対
象
―
妊
娠
5
ヵ
月
以
降
の

方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
―
父
親
、
母

親
に
な
る
準
備
、
出
産
と
子
育
て
体
験

談
、
パ
パ
の
も
く
浴
体
験

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
―
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

昔
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

た
け
の
つ
か

親
子
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

子
育
て
の
悩
み
を
話
す
友
逢
が
い
な

い
。
同
年
齢
の
子
が
近
く
に
い
な
い
・
:

な
ど
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
。
育
児
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
左
毋
月
第
4
月
曜
日
、午
前
1
0
時
～

1
1時
3
0分

対
象
=
1
歳
～
3
歳
の

幼
児
と
親

内
容
―
手
遊
び
・
情
報
交

換
・
交
流
な
ど

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

住区健康
フェスティバル

まちも元気、
わ たしも元気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、健
康
相
談
、血

液
・
尿
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
、自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
5
月
3
0
日
閹
午
後
1
時
～
3

時

場
所
=
島
根
住
区
セ
ン
タ
ー

費

用
=
無
料

申
込
9
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

特
別
区
職
員
(
I
類
)採
用
試
験

日
程
1
6

月
2
0
日
沺

採
用
予
定
年
月

日
a
1
2
年
4

月
1

日
以
降

職
種
お
よ

び
受
験
資
格
等
l

表
2

の
と
お
り

期

限
―
▽
郵
送
:
-
5
月
1
4
日
消
印
有
効

▽
各
区
役
所
へ
持
参
・
・
・
5
月
1
7
日
～
2
0

日
▽
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任

用
課
へ
持
参
・
:
5
月
2
1
日
～
2
5
日
申

・
問
先
―
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

〒
1
0
2・
0
0
7
3

千
代
田
区

九
段
北
1
-
1
-
4

登
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

～
9

・
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
(
I
類
)

日
時
1
5
月
7
日
颱
、午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
特
別
区
職

員
研
修
所
(
木
場
駅
下
車
徒
歩
1
5分
ま

た
は
東
陽
町
駅
下
車
徒
歩
1
0分
)

対

象
=
採
用
試
験
受
験
希
望
者

内
容
―

各
区
の
特
色
等
(
足
立
区
は
午
後
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
1
職

員
課
人
事
係

表2　 職種および受験資格の概要
非
常
勤
職
員
募
集
　
看
護
婦
(
士
)

対
象
―
看
護
婦
(
士
)
資
格
の
あ
る
方

内
容
―
集
団
健
康
診
査
な
ど
に
従
事

勤
務
場
所
=
江
北
保
健
相
談
所

勤
務

条
件
=
週
4
日
(
2
4時
間
)
/
有
給
休

暇
・
社
保
あ
り

定
員
=
1
名

選
考

―
面
接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申
込

=
4
月
2
8日
ま
で
に
自
筆
の
履
歴
一
を

郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
持
参

申
・

問
先
ヰ
‥一北
保
健
相
談
所

〒
1
2
3・0
8
4
5

西
新
井
本
町
2
-
3
0
-
4
0

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4
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ストップ! !交通事故
春の交通安全運動 5 月11日から

20日まで

通勤や通学、買物などで通い憤れた道路に

も、思いもよらない危険かひそんでいます。
自分だけは事故を起こさない、事故に遭わな

い、という過信や慣れか取り返しのつかない

事故を引き起こしてしまいます。一瞬の不注

意か被害者・加害者だけでなく、家族をも巻

き込んでその人生や未来を奪ってしまうこと

になりかねません。

悲惨な交通事故をなくすには、一人ひとり

か「自分の安全は自分で守る」という自覚を

持ち、また、相手の立場を理解して責任ある
行動をとることか大切です。

・をメ インスローガンに奢の交通安全運動が実 。i

鮑されます。今回の交通安全運助の重点は次

の3 点です。

● 子どもと高齢者の交通 ● 故防止
戔

@若 者による二輪車の交通事故防訛

@ シートベJ 1卜● 用の徹底とチャ4 儿ドj
てLI ; I

‥ 卜の ● 用曜遶匸

交
通
死
亡
事
故
が
急
増

昨
年
の
末
か
ら
都
内
の
交
通
事
故
が

急
増
し
て
い
ま
す
。3
月
末
日
現
在
、

都
内
で
は
1
1
2
人
の
方
が
事
故
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。発
生
件
数
も
1
万
1
千

7
2
5
件
と
昨
年
同
時
期
岑
ほ
る
か
に
上
回

っ
て
い
零
歹
。死
亡
事
故
の
特
徴
と
し

て
高
齢
者
、次
い
で
叨
歳
代
の
方
の
順

で
多
く
、時
間
帝
は
夜
間
(
特
に
2
0
時
～

詑
時
)

に
多
く
発
生
し
て
い

李
す
。

ま
た

、
事
故
の

状
態
別
に
み
忝
と
歩
行

中

、
四

輪
車
粟
用
中

、
二
輪
車
乗
用
中

と
続
い
て
い
ま

す
。

区内事故発生状況

( 11年1月～3月)

交
通
ル
ー
ル・
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

毎
日
の

生
活
を
ふ
ひ

か
え
っ
て
み
る

と
、
信
号
を
守
る
こ
と
や
横
断
歩
道
を

利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
分
か
っ
て
い
る

け
れ
ど
守
っ
て
い
な
い
こ
と
が
意
外
と

あ
る
も
の
で
す
。
交
通
ル

ー
ル
や
正
し

い
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う

。

歩
行
者

必
ず
横
断
歩
道
を
厦
り
ま
し
ょ
う

。

横
断
歩
道
か
す
ぐ
近
く
に
曹

の
に

。

面
倒
が
っ
て
渡
ら
な
か
っ
た
た
め
事
故

に
あ
っ
た
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

。

信
号
は
必
ず
守
り

、
左
右
の
安
全
を
礎

認
し
て

く
だ
さ
い

。
ま

た

、
飛
ぴ
出
し

や
申
の
前
後
の

横
断
は
大
変
危

険
で

す

。
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は

。
明
る

い
色
の
服
装
や
反
射
材
用
品
を
活
用
し

て
目
立
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

。

自
転
車

自
転
車
事
故
は
交
差
点
で
多
く
発
生

し
て
い
ま
す

。
見
通
し
の
思
い
交
差
点

や
路
地
か
ら
大
通
り
に
出
る
と
き
は

、

必
ず
一

時
停
止
を
し
て

左
右
の
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

。
二
人
乗
り
は
(

ン

ド
ル
操

作
が
不
安
足
に

な
り

、
事
故
を

起
こ
し
や
す
い
の
で
危
険
で

す

。ま
た

、

他
の
自
転
車
と
並
ん
で
走
っ
た
り
す
る

こ
と
は
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
や
め

ま
し
ょ
う

。
周
囲
か
暗
く
な
っ
た
ら

、

必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
目
立
つ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
歩
遭
を
通
る
と
き
は

、

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
徐

行
や
一
時
停
止
を
す
る
よ
Iつ
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い

。

二
輪
車

無
理
な
追
い
越
し

、
急
な
進
路
変
更

は
や
め
ま
し
ょ
う

。
カ
ー
プ
手
前
で
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

正
し
く
か
ぷ
り
ま
し
ょ
う

。

四
輪
車

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
ょ

う

。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
わ
吉
見

運
転
は
や
め
て
、
車
間
距
曜
を
十
分
と

っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ぺ

子
ど

も
や
高
齢
謇
g

見
か
け
た
と
莠
ほ

特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

▲ 一 瞬 の で き ご と が 事 故 に・・

事
故
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

二
輪
車
を
安
全
に
運
転
す
る
た
め
に

二
輪
車
運
転
の
心
得

若
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
年
齢
層

の
万
に
人
気
が
あ
る
オ
ー
ト

バ
イ
な
ど

の
二
輪
申
。「
簡
単
に
乗
れ
る
」「
小
回
り

が
壽
ぐ
」
な
ど

、
自
転
車
に
乗
る
恚
つ

な
安
易

な
気
持
ち
で

運
転

し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
罵
出
し
た
身
体
で
運
転

す
る
の
で
、
ち

ょ
っ
と
し
た
接
触
事
故

で
も
負
傷
し
や

す
い
乗
り
物
で
す
。

二
崎
車
の

驚
造
上
の
特
性
と
し
て
身

体
で
安
定
を
保
ち
な
が
ら
走
り
、
停
止

す
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
を
失
う
た
め
、
四
輪

車
と
は
違
っ
た
運
転
技
術
を
必
要
と
し

ま
す
。
ま
た
、
走
行
中
の
ラ

イ
ダ
ー
は

四
鴨
申
の
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
見
落
と
さ

れ
が
ち
の
た
め
。
大
型
申
な
ど
の
死
角

に
入
ら
な
い
よ
う
に
走
り
ま
し
ょ
う
。

目
立
つ

ぷ
つ
に
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
の
点

灯
參
夛

る
な
ど
、
常
に
注
意
を
し
な
が

ら
運
転
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

二
輪
車
に
乗
る
前
に

▽
自
分
の
体
格
や
運
転
技
量
に
合
っ
た

申
禰
を
暹

ぴ
ま
し
ょ
う
。
卑
種
參
邊
定

す
る
基
準
と
し
て

、
次
の
こ

と
が
で
き

る
か
ど
う
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い

①
ま
た
が
っ
て
二
輪
申
奮

ご
さ
え
る

②
8
の

宇
型
に
押
し
て
歩
く

③
平
地
で
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ン
ド
を
立
て

る④
剽
れ
た
二
輪
車
を
引
き
起
こ
す

▽
二
輪
車
事
故
で

暖
倒
す
る
と
、
頭

部

を
負
傷
す
る
ケ
ー
ス
か
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
頭
留
を
保
護
す
る
た
め
に
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
役
剛

が
重
要
で
す
。
へ

ル
メ
ッ
ト
は
頭
に
よ
く
合
っ
た
も
の
を

選
び
、
あ
ご
ひ
も
は
磴
実
に

締
め
て
く

だ
さ
い

▽
運
転
作
業
の
邪
魔
に
な
5

な
い
服
装

に
し
、
肌
を
露
出
し
な
い
よ

う
に
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
手
袋
は
指
の
魴
き
を

妨
げ
な
い

も
の
、
冊
ら
な
い

も
の
を
選

ぶ
こ
と
が
大
切
で
す

▲ 警察署による二輪車実技講習会

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
正
し
く
締
め
よ
う

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
な
い
で
衝
突

亊
故
に
あ
う
と
、
そ
の

衝
撃
で
車
の
天

井
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ

ス
な
ど
に
ぷ
つ
か

っ
た
り
、
車
外
へ
放
り
出
さ
れ
る
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
シ
ー
ト
ベ

ル
ト

を
正
し
く
締
め
て
い
れ
ば
、
被
害

を
最
小
限
に
抑

え
る
こ

と
か
で
き

ま

す
。
「
面
倒
く
さ
い
」
「
少
し
の
距
離
だ

か
ら

」
の
理
由
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
な
い
方
か
い
ま
す
が
。
事
故
に
あ
っ

て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
自
分
や
同

乗
者
の
命
を
守
る
た
め
に
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
必
ず
範
め
ま
し
ょ
う

。

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
ポ
イ
ン
ト

▽
肩

ベ
ル
ト
が
首
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る

▽
ベ
ル
ト
は
さ

れ
な
い
恚
つ
に
締
め

る▽
ベ
ル
ト
は
腹
部
で
は
な
く
、
腰
骨
に

か
か

る
よ
う
に
雁
め

る

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
か
は

ず
れ
な
い
よ

う
、
バ
ッ
ク
ル
の
金

具
は
礎
実
に
超
し

込
む子

ど
も
を
守
る
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

大
人
が
し
つ
か
り
と
抱
い
て
い

れ
ば

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
必
要
な
い

と
思

わ
れ
か
ち
で
す

。
し
か
し

、
衝
突
時
の

衝
畢
は
大
人
の
力
で
は
支
え
き
れ
な
い

ほ
ど
強
い
も
の
で

す

。
大
人
が
責
任
を

持
っ
て
正
し
く
善
用

さ
せ

、
子
ど
も
を

守
り
F
1

。)よ
う

。

▽
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
次
の
3

種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
体
格
に

合
わ
せ
て
選
び
ま
し
ょ
う

①
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
(

乳
児
用
ベ
ッ
ド
タ

イ
プ
)
…
百
の
据
わ
っ
て
い
な
い
乳
児

に
便
用

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
(
幼
児
用
シ
ー

ト
タ
イ
プ
)
・
・・
自
分
で
座
れ
る
幼
児
に

便
用

③
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
(

学
童
用
シ
ー
ト

タ
イ
プ
)
…
幼
児
用
が
き
ゅ
う
く
つ
に

な
っ
た

学
竃
に
使
用

。
大
人
用
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
身
長
の
低
い
子
ど
も
か
便

う
i
j
首
に
か
か
り
危
険
な
た
め
、
画
面

を
上

げ
る

▽
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
自
分
の
單
の

座
席
に
合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
蜃
認
し

て
選

び
ま
し
ょ
う
。
ま
た

、
壥
輸
省
型

式
綛
定
合
啗
マ
ー
ク
や
J
I
S

合
格
マ

ー
ク
な
ど
、
安
全
基
準
を
肩
た
し
た
も

の
か

ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
る

と
き
も
注
意
を
忘
れ
ず
に

。
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
ベ
ル

ト
の
取
付
位
置
な
ど

を
子

ど
も
の
体
格
に
e

つ
よ
う
に
飼
整

し
、
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
助
手

席
は

事
故
の
際
に
被
害
が
大
き
く
な
る

可
能

性
が
高
い
た
め
、
シ

ー
ト
は
で

き

る
だ
け
俊
部
g

席
へ

。
特
に
助
手
席
に

エ

ア
バ
ッ
グ

が
付
い

て
い
る
自
動

車

は

、
開
い
た
エ
ア

バ
ッ
グ
で
孑
ど
も
が

ケ
ガ
全

炙

矗

険
性
が
あ
り
ま
す

▲
カ
チ
ャ
ッ
と
い
う
音
で
始
ま
る

安
全
運
転

お

問

い

合

わ

せ

は

交

通

安

全

係

へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区役所へお越しの方から
メ ッ セ 一ジ をい た だ き ま し た

▼ 小学校の春休み中に

見学に みえ た菅野君

「青信号のときでも、

右、左に気をつけて道

路を渡っているよ」

▲ 町田有司さん「私も5 哢前にバイ

クで転倒したとき、入院こそしまし

たがヘルメットのおかけで大事に至

りませんでした。死亡事故につなが

らないよう、皆さんもヘルメットは

きちんとかぶって欲しいものです」

ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
を
防
ご
う

子

ど
も
の
事
故
の

多
く
は

、
学
校
な

ど
か
ら
帰
宅
浚
の

午
後
2
時
1
4

時

、

保
護
者
と
一
緒
で

な
い
と
き
に
発
生
し

て
い
ま
す

。
今
回
は

、
交
通
安
全
指
導

貝
か
ら
一
つ
ず
つ

。
お
子
さ
ん
に
保
護

者
の

方
か
ら
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
を
紹
介
し
ま

す
。
大
人
自
身
も

ぜ
ひ

守
っ
て
く
だ
さ
い

。

幼
稚
園
児

、
小
学
校
低
李
年
児

童

「
歩
く

止
ま
る

確
か
め
る
(
右

、

左

、
右
)
」

こ
れ
は

、
外
で

歩
く
と
き
の
合
冒
粟

で

す

。

小

さ
い
お
子
さ
ん
と
の
外
出
は

、
車

な
ど
に
よ
る
移
動
で

済
ま
せ
る
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
う

。
と
き
に
は
一
緒
に
近

所
を
歩
い
て

、
子
ど
も
の
目
の
高
さ
で

危
険
な
場
所
を
確
認
し

、
こ
の
台
言
簗

を
繰
り
返
し
身

に
つ
け

さ
せ
ま
し

ょ

う

。し
っ
か
り
習
慣
づ
い
て
い
れ
ぱ

、
ボ

ー
ル
を
迴
う
な
ど
の
と
っ
さ
の
場
合
に

も
、
飛
び
出
さ
ず
に
止
ま
れ
る
は

ず
で

す
。
ま
た
、
こ
の
習
慣
は
老
餓
ま
で
覚

え
て
い
る
も
の
で
す
。

小
学
校
高
学
年
児
童

「
プ
タ
ペ
ル
サ
ハ
ラ
ハ
」

こ
れ
は
、
自
転
車
を
点
検
す
る
合
露

葉
で

す
。

自
転
車
は
車
両
で

す
。
整
爾
不
良
の

ま
ま
運
転
す
る
と
非
常
に
危
険
で

す
。

特
に
ブ
レ
ー
キ
の
不
良
や

。
体
格
に
合

わ
な
い
大
き
い
自
転
車
は

、
一
時
不
停

止
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

子

ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
の
方
も

、

こ
の

合
一
盲
葉
で
点
倹
し

、
整
曩
が
必
要

な
ら

ば
自
転
車
屋
さ
ん
で
氤
し
て

も
ら

い
ま
し
ょ
う

。

*
*
*

区

教
育
委
員
会
の
交
通

安
全
指
導
員

(
6
人
)

は

、
区
立
小
学
校
・
幼
碓
園

の
各
学
駁
を
巡
回
し

、「
ル

ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
っ
て

、
自
分
の
身
は
自
分
で

守

る
」
を
基
本
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す

。A

指
導
寔
V

▲
「
止

ま

れ

」(
赤
色
)

は

一
時

的

な

赤

信
号

と

一
緒

今
吉

、
簾
野

、
入
江
各
指
尋
員

あなたの交通安全度をチェック

▲ 夜間はさらに注憲が必要
( 写真提供: 西新井警察署)

交通安全運動の行事
千佳番察番S3879- 0110

西新井警察署03852- 0110

硬瀬警察署03620- 0110

竹の塚番察署O3850- 0110

※申し込み碍くわしくは各警察署へお問い合わせください

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場

、
ホ
テ
ル

、
大
規
模
物
品
販
売

店
脯

、
軻
篦
な
ど
の
多
数
哭

が
利
用

す
る
建
築
初
(

特
殊
建
築
物
等
)
は

、

欠
陥
か
あ
る
と
火

災
や
地
震
等
が
発
生

し
た
場
合

、
大
き
な
災
害
に
つ
な

が
り

ま
す

。
建
築
基
串
法
で
は

、
そ
の

ぷ
つ

な
串
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

、

建
築
物
の
敷
地

、
構
造
お
よ
び
設
備
の

状
況
に
つ

い
て

、
所
有
者
袤
に
は
管
理

者
が

丁

二
級
建
築
士
ま
た
は
建
設
大

臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
期
的
に

調
査
を
依
頼
し

、
そ
の
結
果
を
報
告
す

る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
(

特
殊
建
築

物
等
定
期
調
査
報
告
制
度
)
。

な
お

、1
1
年
度
の
対
象
建
築
物
は
左

表
の
と
お
り
で

す

。

提
出
先
=

抛
東
京
都
防
災
・
礎
築
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ー
T閇
・
0
0
0
2

渋
谷
区
渋
谷
I
-
1
5
-
9

昊
竹
ビ
ル

魯
(
5
4
6
6
)
2
0
0
1

問
先
―
区
・
雇
築
調
塵
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

11年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F ≧3 とは、3 階以上の階でその用途に供寸る部分の床面積の合肝が句0㎡を超えるものをいう
A はその用途に供する部分の床面積の合計をいう

※ 新粟または改築(一部の改築を除く) に係る特殊霞築勧等の報告時期は、検査済柾の交付を受けた直後の時期は除く

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う

新
し
い
公
園
が
オ
ー
プ
ン
!

東
伊
興
淵
之
宮
公
園
(

東
伊
興
2
-
4
)

〝花
の
あ
る
公
園
〟
を
テ

ー
マ
に
、地

元
の

方
々
が
基
本
プ
ラ
ン

を
検
討
し
、

こ
れ
を
も
と
に
擇
ら
れ
た
公
園
が
新
し

く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

。
園
内
に
は
か

わ
い

い
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
や
彫
刻
の
ま

ち
委
艮
会
に
よ
る
彫
刻

、
衡
並
み
に
あ

つ
た
ト
イ
レ
の
ほ
か

、
さ
ま
ざ
求
な
花

や
実
の

な
る
木
が
値
え
て

あ
り
ま
す

。

宮
城
公
園
(

宮
城
1
1
3
8
)

古
く
か
ら
地
元
で
観
し
ま
れ
て
き
た

公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

、
明
る
い
林

ふ
う
の
公
園
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま

し
た
。
園
内
に
は

色
鮮
や
か
な
複
合
遊

貝
や
、
車
い
す
や

ペ
ピ
ー
カ
ー
が
入
れ

る
よ
う
に
ス
ロ

ー
プ
が
殴
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

ー
い
ず
れ
も
ー

問
先
―
公
園
第
二

係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹▲ 東伊興淵之宮公園
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催
し
物
ガ
イ

ド

ス ポ ー ツ 指 導 員

養 成 講 習 会

「共通科目/ 第1 回」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

資
質
・
指
導
力
の
向
上
と
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及

・
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
閧
催
し
ま
す
。
共
通
科
目

と
別
に
開
催
す
る
専
門
科
目

の
受
講
・
試
験
に
合
格
し
た

方
は
、
区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
と
し
て
認
定
し
登
録

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
履
修

に
お
い
て
単
位
不
足
が
生
じ

た
場
合
は
、
次
回
講
習
会
以

降
で
も
分
創
の
受
講
が
で
き
ま
す
。

日
程
等
=
表
1

対
象
=
満
2
0歳
以
上

で
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
っ
て
い
る
方

お
よ
び
指
導
者
を
目
指
す
方

定
員
=
7
0

人

費
用
=
無
料

申
込
a
往
復
(

ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

「共
通
科
目
」
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、ス
ポ

ー
ツ
種
目
、
所
属
団
体
を
明
記
期
限

=
5
月
1
2
日
必
着
申
・
問
先
=
体
育

振
興
係
一
t
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町

1
1
1
7
-―

表1　 スポーツ 指導員 養成講習会「共通科目」日 程

第
4
9回
　
足
立
区
文
化
祭

「
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
」出
演
者
(団
体
)募
集

自
分
た
ち
で
創
る
構
成
舞
台
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
=
H
月
2
8

日
。1
2月
5
日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

対
象
1
区

内
で
文
化
活
動
を
し
、
月
1
回
程
度
の

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方
(
団
体
)

内
容
a
各
ジ
ャ
ン
ル
混
合
の
構
成
舞
台

申
込
=
電
話
連
絡
の
う
え
、
事
前
説
明

会
(
5
月
1
4日
午
後
7
時
、
竹
の
筱
区

民
ホ
ー
ル
)
へ

申
・
問
先
=
フ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局
(
文
化

振
興
係
)

子
ど
も
週
間

「
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
を
つ
く
ろ
う
」

期
間
1
4
月
2
1
日
～
5
月
7
日
、い
ず

れ
も
午
後
2
時

対
象
=
小
学
生
以
上

内
容
=
み
ん
な
で
遊
園
地
を
作
り
ま
す

費
用
9
無
料

申
込
=
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
聞
児
童
館

昔
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

柏

も

ち

づ

く

り

日
時
1
5
月
8
日
宍
午
前
9
時
3
0
分
～

正
午

内
容
―
も
ち
を
こ
ね
、
あ
ん

を
丸
め
て
全
部
手
作
り
し
ま
す

費
用
=

無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
部
児
童
館
・
老
人
館
　

昔
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

郷
土
博

物
館

無
料
公
開
日
の
催
し

亜
郷
土
芸
能
鑑
賞
会

日
時
a
5
月
5
日
聡
、
正
午
・
午
後
1

時

内
容
=
葛
西
ば
や
し
佐
野
保
存
会

・
押
部
文
化
保
存
会
は
や
し
連
の
皆
さ

ん
に
よ
る
祭
り
ば
や
し
の
演
奏
(
地
域

で
練
習
に
励
ん
で
い
る
小
学
生
・
高
校

生
が
演
奏
し
ま
す
)

・
映
画
会

第
2
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
、
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
5

月
8

日
出
、
午
前
H

時

内
容
=

「
合
戦
」(
6
0

分
)
・
:
浜
松
の
凧
上
げ
祭
り

。5
月

の
空
に
乱
舞
す
る
大
凧
と
男
た
ち
/

「
賀
茂
の
競
べ
馬

」(
2
0分
)
・・・
京
都
上

賀
茂
神
社
で
行
わ
れ
る
競
馬
の
行
事
　

-
い
ず
れ
も
I

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=

郷
土
博
物

館

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
0回
　
定
期
演
奏
会
・
団
員
募
集

・
第
3
0回
定
期
演
奏
会

日
時
=
5
月
8
日
出
、
午
後
6
時
3
0分

開
演

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=
歌
は
ぼ
く

ら
の
友
だ
ち
/
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
/

夢
を
の
せ
て
ほ
か

入
場
料
=
千
円

(全
席
自
由
)

・
第
3
1期
生
団
員
募
集

面
接
1
5
月
1
6
日
即
、午
前
1
0
時
、区
教

育
研
究
所
対
象
=
凖
団
員
i
小
学
1

年
生
/
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
小
学
2
～

4
年
生
男
女
/
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
小
学
5

・
6
年
生
男
女
、中
学
1
年
生
女
子

指
導
者
=

薬
師
神
武
夫
氏

費
用
(

月

額
)
=

準
団
員
・
:
千
円
/

ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス
・
:千
5
0
0円
/

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
・・
1
3

千
円
/

そ
の
他
制
服
代

申
込
=

申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
面
接
日
に
保
護

者
同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
(
用
紙
は

、

文
化
振
興
係
・
区
内
小
中
学
校
・
公
社

各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
)

-
い
ず
れ
も
I

問
先
a

事
務
局
・
薬
師
神

一一
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

足
立
清
掃
工
場
個
人
見
学
会

地
元
の
清
掃
工
場
を
見
学
し
て
、
ご

み
問
題
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
5

月
1
5日
出
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時

対
象
=
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

定

員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

郵
便
番
号
を
明
記

期
限
=
5
月
7
日

消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
1
足
立
清

掃
工
場
技
術
係
-
丁
1
2
1
・
0
8
1
2

西

保
木
閧
4
-
7
1
1

昔
(
3
8
5
9
)
4
4
7
5
　
　
　
　

隔
(
3
8
5
8
)
5
1
0
6

問
先
―
移
管
準
備
担
当
課

第
1
9回
　
合
唱
祭
出
場
団
体
募
集

区
内
で
活
躍
す
る
合
唱
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん

、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た

。
合
同
合
唱
に
参
加
す
る
方
も
募

集
し
ま
す
。

日
時
=
7

月
2
0日
前

、

午
後
1

時

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
―
自

由

、
曲
間
を
含
め
1
0
分
以
内

※
合
同

合
唱
曲
目
…
さ
だ
ま
さ
し
名
曲
集
よ
り

(
女
声
三
部
)
/

指
揮
・
指
導
・
:
湊
晋

吾
氏

費
用
=
小
・
中
学
校
・
:無
料
/

高
校
・
一
般
・
:足
立
合
唱
連
盟
加
盟
団

体
は
1
人
に
つ
き
5
0
0円
、
非
加
盟
団
体

は
1
人
に
つ
き
7
0
0円

申
込
=
電
話

期
限
=
5
月
1
5日

申
・
問
先
―
足
立

合
唱
連
盟
事
務
局
・
芳
尾

昔
(
3
8
8
4
)
5
5
0
7
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・

男
と
女
の
料
理
教
室

男
性
の
方
、生
活
的
自
立
を
目
指
し

料
理
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。女
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。日

時
=
5
月
1
1
J
日
～
6
月
8
日
の
毎
週
火

曜
日
(
全
5

回
)
、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0
分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=
3

千
円
程
度
(
5

回
分
の
材
料

費
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別

、
電

話
番
号

、
希
望
理
由
、「
男
と
女
の
料
理

教
屏

と
明
記

・
「気
ま
ま
に
ふ
た
り
」～
女
と
男
が

つ
く
る
大
人
の
関
係
I

女
と
男
の
関
係
は

、
い
ま
確
実
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

。
こ
の
講
座
は
、

目
の
前
に
い
る
人
と
の
よ
り
良
い
関
係

性
を
探
り

、
自
分
の
生
き
方
を
選
択
し

て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

日
程
等
=

表
2

対
象
=

区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
男
女

定
員
=
3
0
人
(

抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
―
往

復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

、
希
望
理
由

。

「
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」
と
明
記

※
保
育

(
2
歳
以
上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
)
を

希
望
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い

I
い
ず
れ
も
I

期
限
=
5
月
4
日
必
着

場
・
申
・
問

先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

一丁
1
2
3
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-―

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　 「気 ままに ふたり 」日程

※ いずれも 水曜日

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例
}申
込
・
'・申
し
込
み
方
法

期
限
・
-‘申
し
込
み
期
限

。ヽ

一
-
蒲
に
y
呻
湍
渟
洫
溥
-
滞
Å
壜
ぺ
瀰
い
合
諧
-
t

赤
十
字
の
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

今
年
も
、
5
月
1
日
か
ら
3
1日
ま

で
、
赤
十
字
の
社
資
(
事
業
資
金
)

募
集
を
行
い
ま
す
。

区
で
は
昨
年
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
2
千
2
0
0万円
余
の
温
か
い

善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
国
際
救
援
・
災

害
救
護
・
献
血
な
ど
の
事
業
推
進
の

た
め
の
、
貴
重
な
資
金
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
地
域
振
興
課
振
興
係

掲
示
板

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
日
時
=
5
月

1
5
日
、
6
月
1
2
日
、
6
月
2
6
日
、
7
月

1
0
日
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分～
3

時
3
0
分

対
象
=

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方

内

容
―
車
い
す
の
操
作
、
食
事
の
介
助
な

ど

場
・
申
・
問
先
=

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
足
立
新
生
苑

昔
(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

・

都
立
足
立
技
術
専
門
校
了
月
入
校
生

募
集
(
昼
間
部
)

募
集
期
間
=
5

月
6

日
～
2
0
日

科
目
a

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
科
、
タ
イ
ル
施
工
科

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
―

都
立
足
立
技
術
専
門
校

登
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

・

公
開
パ
ソ
コ
ン
講
座
(
初
級
)

日
程
=
6

月
5

・
6

・
1
2
・
1
9
・
2
6
日

対
象
=
パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触
れ
る
社

会
人
の
方

内
容
=
ワ
ー
ド

ー
エ
ク
セ

ル
の
基
本
操
作

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ

に
住
所

、氏
名
、年
齢
、職
業
、電
話
番
号

を
明
記

期
限
1
5

月
1
5
日

場
・
申

・
問
先
=

〒
1
2
0・
8
5
2
8

都
立
荒
川

商
業
高
等
学
校
公
開
講
座
係

公
(
3
9
1
2
)
9
2
5
1

・

1
2年
歌
会
始
の
お
題
決
定

お
題
=
　

「
時
」

期
限
1
9

月
3
0日
消
印
有
効

※
お
問
い
合
わ
せ
は
郵
送
で

申
・
問

先
=

〒
1
0
0・
8
1
1
1

宮
内
庁

圏
在
宅
重
症
心
身
障
害
児
(

者
)

訪
問

看
護
事
業
従
事
者
募
集

対
象
a

看
護

婦
・
士
の
免
許
を
持
ち
6
0
歳
以
下
で

、

重
症
児
の
看
護
に
理
解
の
あ
る
方

定

員
=
3
0人
程
度

期
限
=
5
月
2
1日

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
―
東
京
都
衛
生
祕
健
康
推
進

部
母
子
保
健
課

公
(
5
3
2
0
)
4
3
6
0

・
1
1年
度
東
京
都
職
員
採
用
試
験

左
表
の
と
お
り
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
東
京

都
人
事
委
員
会
試
験
課

酋
(
5
3
2
0
)
6
9
5
2
8
4

2
4時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

霤
(
3
3
4
3
)
5
8
0
0

11年度　東京都職員採用試験( 選考)・
足
立
区
民
(
イ
キ
ン
グ

日
程
=
5

月
1
日
出

集
合
場
所
=
東
武
日
光
線

「
板
倉
東
洋
大
前
駅
」
西
口
広
場
(
午

前
8
時
3
0分
)

コ
ー
ス
=
渡
良
瀬
遊

水
地
周
遊
コ
ー
ス
(
1
3整一一
、2
0㎞
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
健

康
な
方

定
員
=
1
5
0人

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
当
日
現
地
に
て
受
付

問
先
=

足
立
区
山
岳
連
盟

日
暮

昔
(
3
8
8
1
)
9
8
6
7

・
さ
ん
さ
ん
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

日
程
1
5
月
8
日
山

内
容
l
皿
E

擬
店
・
パ
ン
販
売
な
ど

※
テ
ー
プ
大

久
保
氏
来
園

場
・
問
先
=
ひ
ま
わ
り

園

昔
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

フ

リ

ー

マ
ー
ケ
ッ
卜

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
募
集
=

▼
5
月
8
日
出

ひ
ま
わ
り
園

午
前
1
0時
～
午
後
3
時

※
雨
天
中
止
/
3
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/
宮

崎
昔
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

▼
5
月
8
日
中
9
日
剛
東
栗
原
団
地

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
O
～
2
千
円
/
電

話
/
大
島

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

▼
5
月
9
日
沺

都
立
舎
人
公
園

午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
中
止

/
1
0
0
区
画
/
出
店
料
2
千
円
/
電
話
/

高
橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

□ 電力会社の社員を装った詐欺にご注意! 　 検査や修理をするといって、代金を請求する詐欺が多発し ています。不審に思った ときは。お問い合わせください。
問先=東京電力・足立支社　3888- 9111
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く
ら
し
の

情
報

国

保

も
う
1
枚
の
保
険
証

(学
)・
(遠
)の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る
場

合
に

、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と
分

け
て
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。
▽
悉
(

学
生
用
)
の
保
険
証
・・・
お
子
さ

ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す
る

と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生
活
費
等

を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
澡
(

遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
・
:家
族

が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1

ヵ
月
以
上

、2
3

区
外
に
離
れ
る
と
き
や

、
足
立
区
外

の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=

資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
料
通
知
書
、

4
月
～
6
月
分
納
付
書
を

発
送
し
ま
し
た

通
知
書
、
納
付
書
を
4
月
1
6日
に
発

送
し
ま
し
た
。
今
回
通
知
し
た
保
険
料

の
年
間
金
額
は
、1
1
1
1

年
度
の
住
民
税
額

が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
。
と
り
あ
え

ず
1
0年
度
の
住
民
税
額
で
仮
計
算
し
て

あ
り
ま
す
。
正
し
い
保
険
料
は
、H
年

度
住
民
税
額
が
確
定
し
た
時
点
で
再
計

算
し
ま
す
の
で
、7
月
以
降
に
改
め
て

通
知
し
ま
す
。
保
険
料
の
軽
減
に
該
当

す
る
世
帯
へ
の
通
知
も
7
月
以
降
に
な

り
ま
す
の
で
、4
月
～
6
月
分
保
険
料

は
今
回
お
送
り
し
た
納
付
書
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
日
で
す
。
便
利
な
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳
、

通
帳
印
を
お
持
ち
の
う
え
、金
融
機
関
、

国
保
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
問
先
L
資
格
賦
課

係

※
口
座
振
替
の
こ
と
は
収
納
管
理

係
へ

保
険
料
の
決
め
方

保
険
料
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
の
人
数
と
住
民
税
を
も
と
に
し
て
左

記
の
と
お
り
計
算
し
ま
す
。H
年
度
の

均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
料
率
は
1
0年

度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
資
格

賦
課
係

国 民健康保険 料計算式
( 11 年度の保険料・最高限度 額53万円)

入
居
者
募
集

新
築
・
あ
き
家
都
営
住
宅

(
一
般
・
単
身
者
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
5

月
6
日
～
1
3
日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住
宅
管
理
係
(

期
間
内
配
付
)
、
各
区
民
事
務
所
(
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
)

※

く
わ
し
く
は
、「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し

お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住

宅
管
理
係

住
居
表
示
を

行
い
ま
す

区
は
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
、
住
居
表
示
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、7
月
3

日
に
実
施
す
る
次
の
区
域
の
新
住
所

が
決
定
し
ま
し
た
。
対
象
区
域
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、5
月
中
旬
以
降

に
「
新
住
居
表
示
の
お
知
ら
せ
」
お
よ

び
住
居
表
示
変
更
に
伴
う
諸
手
続
き
の

ご
案
内
・
住
所
変
更
通
知
用
(
ガ
キ
な

ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

対
象
区
域
=

伊
興
町
前
沼
、
東
伊
興
町
の
一
部
、
伊

興
町
白
繙
の
一
部
、
竹
塚
町
、
伊
興
町

狭
間
の
一
部
、
伊
興
町
谷
下

問
先
=

戸
籍
住
民
課
管
理
係
(
住
居
表
示
担
当
)

ま
ち
づ
く
り

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集

地
域
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
円
滑
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。「
推
進
委
員
」は

ま
ち
づ
く
り
の
良
き
相
談
役
と
し
て
。

「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
は
専
門
的
な
助
言

者
と
し
て
、
区
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
皆
さ
ん
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
=
区
内
に
3
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
/
満
3
5歳
以
上
の
方
/

都
市
計
画
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
方
/
ま
ち
づ
く
り
に
豊
富
な
知

識
と
経
験
の
あ
る
方

募
集
人
数
=
7

人

期
限
1
5
月
1
0日

※
申
込
方
法

な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
―
ま
ち
づ
く
り
課
推

進
係1

月
2
日
以
降
に

転
入
さ
れ
た
方
へ

地
域
振
興
券
の
交
付
申
請
は

お
済
み
で
す
か

地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者
の
方

で
、
以
前
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
区
市
町

村
か
ら
交
付
を
受
け
な
い
で
足
立
区
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
地
域
振
興
券
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

・
地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
と
な
る
方

1
1年
1
月
1
日
現
在
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
方
で
す
。

①
1
5歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
の
世

帯
主

②
老
齢
福
祉
年
金
な
ど
の
受
給
者
の
方

③
6
5歳
以
上
の
方
で
、
住
民
税
が
所
得

割
・
均
等
割
と
も
非
課
税
の
方

④
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
6
5歳
以
上

の
方
で
、
住
民
税
の
所
得
割
が
非
課
税

の
方

※
②
の
一
部
・
③
・
④
は
、
該
当
者
の

方
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
、
扶
養
者

の
住
民
税
も
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。
申

請
に
は
、
1
0年
度
分
の
住
民
税
非
課
税

証
明
書
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
地
域
振
興
券
相
談
コ
ー
ナ
ー

公
(
3
8
8
0
)
5
2
3
4
(

直
通
)

東
京
都
・
特
別
区

駐
車
場
整
備
基
金
お
よ
び

自
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

・
駐
車
場
整
備

対
象
と
な
る
駐
車
場
1
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
駐
車
場
…
駐
車
場
に
供

す
る
面
積
が
3
0
0㎡以
上
ま
た
は
2
0台
以

上
で
あ
る
/
来
店
者
・
社
員
専
用
等
、

利
用
者
を
特
定
す
る
専
用
駐
車
場
で
は

な
い
/
建
設
着
工
前
で
あ
る
/
機
械
式

は
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
機
械

で
あ
る

費
用
=
新
設
・
建
て
替
え
は

解
体
費
、
用
地
取
得
費
、
消
費
税
を
除

く
建
設
費
用
/
月
極
め
駐
車
場
を
改
造

し
て
時
間
貸
し
す
る
た
め
の
改
造
・
建

設
費
用

融
資
限
度
額
=
1
台
当
り
勁

万
円
(
地
下
式
は
1
千
勁
万
円
)
ま
で

融
資
利
率
等
=
年
利
2
.
5
%固定
。
償
還

期
間
1
5年
以
内

利
子
の
補
給
=
融
資

対
象
台
数
の
5
分
の
3
以
上
ま
た
は
3
0

台
以
上
を
時
間
貸
し
す
る
場
合
に
隕
る
(

補
給
率
年
利
1
.
0
%、5
年
間
)
。
た
だ

し
、
平
面
式
駐
車
場
の
建
設
は
除
く

・
自
転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)
整
備

対
象
と
な
る
駐
輪
場
=
駐
輪
場
(
原
動

機
付
自
転
車
含
む
)
の
収
容
台
数
が
5
0

台
以
上
で
、
新
設
、
増
設
ま
た
は
建
て

替
え
工
事
着
工
前
で
あ
る
こ
と
(
附
置

義
務
駐
輪
場
も
可
)

費
用
=
用
地
取

得
費
、
解
体
費
お
よ
び
消
費
税
を
除
く

建
設
費
用

融
資
限
度
額
1
1
台
当
り
3
5

万
円
ま
で

融
資
利
率
等
=
年
利
2
.
5
%

固
定
。
償
還
期
間
1
5年
以
内

-
い
ず
れ
も
I

対
象
と
な
る
方
=
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方
・・力
区
内
に
駐
車
場
建

設
敷
地
の
権
利
を
有
し
て
い
る
(
法
人

も
可
)
/
金
融
機
関
の
求
め
る
担
保
を

提
供
で
き
る
確
実
な
返
済
能
力
を
有
し

て
い
る

問
先
―
交
通
安
全
対
策
課
駐

車
場
担
当

5月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相談に応じます。

夕
焼
け
放
送
の

時
間
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、
5
月
か
ら
8

月
ま
で
午
後
6
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員
募
集

期
間
a
6
月
上
旬
(
予
定
)
か
ら
1
2

年
3
月
3
1日
(
更
新
可
)

対
象
=
1
8

歳
以
上
5
5歳
ま
で
の
方

勤
務
条

件
=
週
3
0時
間
/
月
額
1
8万
2
千
円
/

通
動
手
当
支
給

勤
務
内
容
=
資

料
整
理
ほ
か

定
員
=
1
人

選
考

方
法
=
論
文
審
査
・
面
接

※
募
集

要
綱
あ
り

申
込
=
「
女
性
セ
ン
タ

1
に
お
け
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
」

♀
字
程
度
)
と
履
歴
書
(
写
真
添

付
)
を
郵
送
ま
た
は
持
参

期
限
1
5

月
1
0日
消
印
有
効

場
・
申
・
問

先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

図書館の臨時休館区
内
の
図
書
館
は
特
別
整
理
期
間

等
の
た
め
、
表
3
の
と
お
り
臨
時
休

館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
開
館
中
の
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
図
書
館
　

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

表3　 図書館の臨時休館日

ひ

ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者
間
で
。

=
催
し
物
=

★
助
産
婦
に
よ
る
電
話
相
談

産
後
の

体
調
や
新
生
児
の
発
育
相
談
、
受
胎
調

節
な
ど
/
秘
密
厳
守
/
無
料

青
柳
登
(
3
8
8
8
)
3
3
5
9

永
澤
a
(
3
8
8
6
)
5
2
6
5

海
老
原
酋
(
3
8
8
1
)
5
3
3
0

★
「第
九
」合
唱
団
参
加
者
募
集
1
2

月
1
2
日
沺
閧
催
/
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

ほ
か
で
練
習
/
練
習
費
有
り
/
富
永
　
　
　
　

登
(
3
8
8
8
)
4
9
6
7

★
小
さ
な
ご
み
仲
間
(
荒
川
の
ご
み
拾

い
、自
然
観
察
)
4
月
2
9
日
宋
、午

前
1
1
時
～
/
荒
川
・
虹
の
広
場
/
無

料
、
弁
当
持
参
/
直
接
会
場
へ
/
梨
本

き
(
3
8
了
9
)
5
4
6
1
(

夜
間
)

★
第
1
8回
私
た
ち
の
く
ら
し
と
憲
法
を

考
え
る
集
い
5

月
1
8日
㈹
、
午
後
6

時
～
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/
大
人
千

円
、
中
高
生
沺
円
/
北
千
住
法
律
事
務

所

草
間

さ
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

=
募

集
=

★
絵
夢
(
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
)
毎
月

1
回
の
土
曜
日
、午
前
1
0
時
～
、午
後

2
時
～
/
舎
人
五
丁
目
/
月
額
千
8
0
0
円

/
牧
魯
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
カ
ト
レ
ア
(
パ
。チ
ワ
ー
ク
)
毎

月
第
1
・
第
3
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額

千
5
0
0円/
加
藤

昔
(
3
8
5
0
)
6
2
9
3

★
豊
話
ク
ラ
ブ
(
話
し
方
サ
ー
ク
ル
)

毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
円
。
月
額
千
勁
円
/
小
島

魯
(
3
8
9
7
)
7
6
3
{
り

★
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
江
北
毎
週
木
曜

日
、午
後
7
時
3
0
分
1
/
上
沼
田
町
民

館
/
入
会
金
3
千
円
、月
額
3
千
円
/

壇
上
登
(
3
8
9
6
)
5
5
9
1

★
婦
人
ク
ラ
ブ
・
ラ
ル
フ
(
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
ほ
か
)
毎
週
水
曜
日
、午
前

1
0
時
～
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
2
千
躇
円
/
子
ど

も
同
伴
可
/
平
井

登
(
3
8
7
0
)
9
6
5
6

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体
操

毎
週
木
曜
日
。午
後
7
時
1
5
分
～
8
時

3
0分
/
千
寿
桜
小
/
入
会
金
千
円
(
6
0

歳
以
上
免
除
)
、1
回
瞋
円
/
中
村

昔
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

★
佐
野
サ
ー
ク
ル
(
太
極
拳
)

毎
週

金
曜
日
、
午
後
3
時
3
0分
I
5
時
/
佐

野
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
3
千
円
/
長
瀬

a
(
3
6
2
8
)
4
1
9
7

★
コ
ー
ル
い
ず
み
(
合
唱
)
毎
月
第

1
・
第
2
・
第
3
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会

金
千
円

月
額
2
千
沺
円
/
牧

a
(
3
8
5
0
)
3
8
8
9

★
伊
興
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
毎

週
水
臓
日
・
土
曜
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
伊
興
中
/
高
校
生
以
上
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
円
/
石
原

昔
(
3
8
5
0
)
5
4
7
4

★
健
康
リ
ズ
ム
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ

毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

/
生
涯
学
習
館
別
館
/
月
額
2
千
瞋
円

/
久
保
井
昔
(
3
6
2
9
)
0
3
5
8

★
中
高
年
開
運
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
毎
月

第
2
・
第
1
木
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～

H
時
3
0分
/
東
和
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
千
瞋
円
/
高
田

昔
(
3
6
2
9
)
0
6
4
7

★
リ
バ
テ
ィ
ー
・
テ
ニ
ス
・
フ
レ
ン
ド

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日

、
祝
日
/
区

内
テ
ニ
ス
場
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
2

千
円
/
木
暮

昔
(
3
8
4
9
)
了
7
5
1

★
ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ
毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0
時
～
正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
入
会
金
千
円
、月
額
2
千
5
0
0
円
/
小

森
谷
昔
(
3
8
8
7
)
9
4
0
3

★
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
(
變
唱
歌
)
千

住
あ
ず
ま
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千

円
/
本
多
昔
(
3
8
8
1
)
2
5
7
9

★
花
泳
会
(
水
泳
)
毎
週
金
曜
日
、

午
前
1
1
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
/
ス

イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う
き
う
き
館

ほ
か
/
入
会
金
千
円
。
月
額
2
千
伽
円

厶
芍

昔
(
3
8
9
9
)
6
4
0
7
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あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
7
月
号

投
稿
募
集
　テ
ー
マ
「
私
の
好
き
な
場
所
」

7
月
号
の
テ
ー
マ
は
、「
私
の
好
き
な

場
所
」
で
す
。
散
歩
途
中
で
ふ
と
足
を

止
め
て
し
窖
つ
憩
い
の
場
所
、
慌
た
だ

し
い
通
動
途
中
で
の
路
地
裏
の
静
け

さ
、
季
節
を
愚
じ
ら
れ
る
私
だ
け
の
散

歩
道
…
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
の
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
選
考
の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。
掲

載
さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申
込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
4
0
0字程

度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で

期
限
=
5
月
1
7日

申
・
問
先
=

広
報
係

ヱ

ー・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

あ
だ
ち
広
報
「
花
だ
よ
り
」原
画
展

あ
だ
ち
広
報
8
面
で
お
な
じ
み
の

「
花
だ
よ
り
」の
原
画
展
を
開
催
し
ま

す
。広
報
紙
に
掲
載
し
た
草
花
の
ほ
か
、

四
季
折
々
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
植

物
を
細
密
に
描
い
た
絵
画
。
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

期
間
=
5
月
珀一日
～
1
4日

場

所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
先
=
広

瑕
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
ち

の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第1回

千
住
の
街
並
み

「
大
千
住
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
`

す
。
千
住
に
住
ん
だ
明
治
の
艾
豪
・
心

鴎
外
が
使
っ
た
言
葉
で
す
。
日
光
道
{

千
住
宿
は
品
川
・
新
宿
・
板
橋
と
並
ム

で
江
戸
四
宿
と
言
い
ま
し
た
。
江
戸
`

代
末
の
人
口
は
約
1
万
人
で
、
第
笈
泌

品
川
宿
の
6
千
9
0
0
人
を
大
き
く
引
き
`

し
最
大
で
し
た
(
1
8
4
4
年
「
宿
`

大
概
帳
」
)
。
ま
さ
に
「
大
千
住
」
で
す
　

な
ぜ
千
住
宿
は
最
大
だ
っ
た
の
で
I

よ
う
。
答
え
は
今
の
街
並
み
に
あ
2

す
。
街
を
歩
く
と
宿
場
風
の
家
と
と
‘

皙
鉐
黙
螽
が
鳬
ず
を
い

ま
す
。
千
住
仲
町
か
ら
千
住
河
原
町
-

喞
嚇
。
ヤ
ッ
チ
ャ
バ
"
の
昏
で
す
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
千
住
の

街
並
み
の
中
に
宿
場
と
市
場
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
に
お
気
付

き
で
し
ょ
う
。
千
住
が
最
大
規

模
を
誇
っ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。
宿
と
い
う
交
通
機
能

に
加
え
、
市
場
と
い
う
物
資
集

散
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
千
住
の
繁
栄
を

築
き
ま
し
た
。物
資
を
保
管
し
た
蔵
は
、

千
住
の
市
場
機
能
を
今
日
に
伝
え
て
い

ま
す
。

で
は
市
場
が
繁
栄
し
た
要
因
は
何
か

と
い
え
ば
、足
立
・
葛
飾
か
ら
埼
玉
の
農

村
が
流
通
圏
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
千
住

宿
の
古
絵
図
を
ひ
も
解
く
と
、舎
人
甼

花
又
屋
と
い
う
区
内
の
地
名
や
、
二
合

半
屋
と
い
っ
た
三
郷
の
古
名
を
名
乗
る

店
が
見
え
ま
す
が
。
こ
れ
は
流
通
圏
を

反
映
し
て
い
ま
す
(
江
戸
後
期
「
千
住

宿
宿
並
図
」
)。
千
住
は
農
村
に
支
え
ら

れ
四
宿
の
頂
点
に
君
臨
し
た
の
で
す
。

千
住
は
単
な
る
宿
場
で
は
な
い
。
い

ま
の
千
住
の
街
並
み
は
、
そ
う
し
た
栄

光
を
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
き
ま
す
。

八
郷
土
博
物
館
V

千
住
青
物
市
場
創
立
3
3
0年祭
記
念
碑

(千
住
河
原
町
稲
荷
神
社
境
内
)

あ だ ち カ レン ダ ー　5 月
小・中 学 生 の い じ め 相 談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 学校教育部指導室内)
☆印の つい たも のは、 本 紙に 記 事が 掲載 さ れてい ま す

※ 「花だより」は4 月から毎月10日号に掲載します

学 び の 情 報 を 電 話 で キ ャ ッ チ!

生涯学習情報ダイヤル 　3605- 7181( 生涯学習館)
午前10時～午後5時　※ 生涯学習館の休館日を除く毎日

あ な た の 探 す 講 座 や イ ベ ン ト を
、
区 内 情 報

を 中 心 に 、 い つ
、
ど こ で 開 催 さ れ る か を ご 案 内 し ま す

古紙配合率70% 再生紙を使用しています
K. Ya. S　278, 000


